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研究題目一覧（平成13----14年度）
区分
????????????? ? ? ?
研究題目
〈東アジア国際関係史の研究〉
〔中国華東、華南と日本〕
仏教文化の伝来
中国沿海部と日本の経済交流
東アジア都城の歴史地理比較研究
清朝考証学と日本のシナ学
琉球中山王朝の政治と宗教
アジアの漆芸技術の伝播
江南絵画の日本への影響
江戸時代の絵画と中国
〈関西大学図書館所蔵個人文庫の総合的研究〉
〔泊園・増田・内藤文庫の研究〕
増田文庫蔵十九世紀漢訳洋書に関する研究
9 9 
藤澤東該に於ける「泊園学」の成立
内藤文庫の研究
研
?????????
???
究
?
慎ご
誠一
高夫
久義〈委〉（平成14年度）
隆博（平成13年度）
泰造
伸生（平成14年度）
（幹事）内田慶市
沈 国威
長谷川雅樹〈委〉
奥村郁三〈委〉（平成14年度）
大庭 脩〈委〉
〈比較文学研究〉
〔近代ヨーロッパ文学における東洋の研究〕
近代英米文学における東洋の研究ーインドを中心に
ファン・ラモン・ピメネス (JuanRam6n Jim釦ez)とエ
ンリケ・ゴメス・カリー リヨ (EnriqueG6mez Carrillo) 
近代ドイツ文学における東洋の研究
現代英米文学における東洋の研究ー中国を中心に
〔写本の比較研究〕
Ancrene Wisse写本の受容と読者層
中国白話文学と写本
The Influence of English Script on Irish Script 
〈神秘主義の研究〉
〔大乗起信論義記の研究〕
義記と他の注釈との比較研究
大乗起信論義記と中国哲学
大乗起信論義記と日本の仏教思想
〔東西神秘主義の比較研究〕
イスラームの宗教哲学的研究
ドイツ神秘主義の研究
ドイツ敬虔主義
研 I 〈東西文化交渉史の研究〉忍 〔近代思想の形成と展開〕
究 I交 近代ヨーロッパの歴史思想渉 近代日本の建築思想轟 〔生産技術の比較研究〕
究 生活技術としての水車
班 地中海世界の航海技術と海上文化
太平洋地域の農耕文化の展開
※大庭脩研究員は、平成14年11月27日逝去。
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安川 翌〈委〉（平成14年度）
平田 渡
八亀徳也
Wai-Jim Yip〈委〉
（幹事）和田葉子
井上泰山
D. Dumville〈委〉
丹治昭義
吾妻重二
（幹事）井上克人
小田淑子
山本幾生
芝田豊彦
中村仁志
橋寺知子
末尾至行〈委〉
（幹事）新谷英治
橋本征治
〈委〉は嘱託研究員を示す。
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アジアにおける文化交流の研究
（東アジア国際関係史の研究〉（歴史研究班）
〔中国華東、華南と日本〕
仏教文化の伝来
藤善慎澄
歴史研究班の研究テーマ「東アジア国際関係史の
研究」にもとづき編著『福建と日本』を国際共同研
究シリーズ第4巻として出版した (2002.3)。中国
の研究者2名を加えた10篇中につき「福建・ 浙東と
日本」と「宋代福建・浙東の仏教と日本」の両篇は，
課題の仏教文化の伝来にそい，まず前者では史乗に
現れる福建と日本の交流史を概観し，後者は宋代に
おける日中交渉に的を絞り，五代の日延から栄西に
及ぶ仏教文化の往来を考察した。
初年度の成果には『創立五十周年記念論集』(2001.
10)所収「伊吉博徳書の行程と日付をめぐって」が
あり，遣唐使時代における外国使節の扱いや旅程を
めぐる問題に一石を投じた。また当35輯紀要に「宋
朝の賓礼一成尋の朝見儀礼をめぐって」を投稿，
従来明らかでなかった宋朝における外国使節の朝見
儀礼を浮き彫りにする。これに関連して研究例会
(2002.10)に「宋代の賓礼」を報告し問題を提起し
ておいた。この方面の研究は後世のものを含め，よ
り明確にされる必要がある。なおシルクロード・奈
良国際シンポジウム2001「シルクロードを翔る一
遣隋使と遣唐使ー」専門セミナー・セッション I
のコーデイネーターおよび「アジアとの新時代へ
一遣隋使・遣唐使と九州の21世紀ー」パネリスト
をつとめ，日中交渉史の現代的意味を問いなおした。
雑纂として所報73・74号に「平成の学術交流一
中国編」のほか，博物館の『肝陵j42号に踏査記
「昭陵遠望」 43号に「宋の仁宗永昭陵と英宗永厚陵」
を寄稿。成尋の『参天台五蛋山記』訳注作業と深く
かかわりあうものである。なお訳注は 3巻までほぼ
入力を行い，つめの段階にある。
中国沿海部と日本の経済交流
松浦 章
研究例会報告としては平成14年5月22日に「一八
六二年幕府官船千歳丸の上海来航をめぐって」を行
った。同報告は「『上海新報』に見る幕末官船千歳
丸の上海来航」（『或問』第4号， 2002年6月， 3-
20頁）として公刊した。 2001年度の学外での研究発
表として「清末福建的海外移民事情」第四届世界海
外華人国際学術研討会 (2001年5月 於台北・中央
研究院）」，「関於明代朝鮮船漂流至中国之問題」第
九届明史国際学術研討会 (2001年 8月26日 於中
国・福建省・武夷山市），「辛亥革命興神戸華商一
初期検視」「東北亜僑社網絡輿近代中国」國際学術
研討会 (2001年11月23日，於台北・國立國父紀念館
中山講堂）を行い， 2002年の学外での研究報告では
「清代対外関係における北京會同館・福州柔遠騨」
（研究発表）満族史研究会17回大会〈公開シンポジ
ウム 清朝と琉球ー福州琉球館をめぐって一〉
(2002年6月1日 於沖縄那覇・沖縄県公文書館講
堂），「清末の油頭と日本統治下台湾との航運関係」
（公開講演）第31回南島史学会大会 (2002年6月8
日 於東京・神楽坂エミール），「清代の買雛につい
て」（研究発表）近代中外文化興科学交流学術研討
論会 (2002年8月28日 於北京・中国社会科学院自
然科学史研究所）を行っている。
両年度中の成果として次のものがある。『清代海
外貿易史の研究」（朋友書店2002年 1月， 673,24 
頁）ば清代における日中貿易，中外貿易に関して中
国商人からの視点でまとめた成果である。『明清時
代中國輿朝鮮的交流ー朝鮮使節典漂着船』 I(編著）
台北・楽學書局， 2002年3月1は，明清時代におけ
る中国と朝鮮の関係史において朝鮮使節の北京への
渡来問題，あるいは漂流民の扱い，紀行文に関する
解題を収録する。『清代蓋溝海運発展史」（下鳳奎訳，
台北・博揚文化， 2002年10月）は清代における棗溝
が如何に大陸地域と帆船，汽船等の船舶によって航
運関係が維持されていたかを論究した。「福建省安
渓•徳化・爾田・長楽調査筍記」（『満族史研究通
信』第10号， 2001年 4月， 152-157頁）と「清代
福建輸出中国茶葉の一大集荷地・江西河口鎮の歴史
と現況」（『関西大学東西学術研究所紀要』第35輯，
2002年3月， 37-67頁）は中国現地調査に基づく
成果である。
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琉球の都市と村落
高橋誠一
「大英図書館蔵唐代木簡初探」（「関西大学東西学術
研究所創立五十周年記念論文集』， 2001年）として
発表した。前者は，未発表漢簡の状況とその内容紹
琉球の都市と村落を歴史地理学の視点から研究し 介で，後者はあまり注目されない唐代木簡の形態上
た。主として，琉球時代の都市や村落の景観を古地 の特徴，とくにその刻歯の意味を初めて指摘したも
図などの史料から復原したわけであるが，その結果， のである。
いくつかの新しい知見を得ることができた。 2 墓葬出土書籍より見た戦国・秦漢の出版文化
具体的には，琉球時代に中国から渡来してきた人 文部科学省特定領域研究「東アジア出版文化の研
たちによって形成された唐栄久米村が，円形もしく 究」の研究費補助金を得て，主に墓葬から出土した
は楕円形の形態を有しており，またその景観は風水 書籍の形態上の特徴とその発展過程を探求した。近
思想によって創造されたことである。これらは先に 年重要度を増しつつある出土書籍に対する研究は，
報告した首里城下町にも通じるものであったという その内容と現行本との異同に議論が集中しているが，
ことができる。一方， 18世紀以降に形成された村落 この研究では簡贖に記された書籍の形態に着目し，
は，格子状の形態を有していて，首里や唐栄久米村 当該時代の書籍の形を追跡して秦漢書誌学の新しい
とは好対照を示していることについても明らかにす 視角を形成することを目指した。平成15年3月に報
ることができた。これらについては，すでに『東西 告書を作成する予定である。
学術研究所紀要』 35輯およぴ同研究所『創立五十周 3 日中学術交流
年記念論文集』に報告している。 本研究所歴史研究班の研究の一環として，明治か
さらに首里城下町に先立つ都市的集落の発生を探 ら昭和初期に日本の学術界で生まれつつあった「東
るべく，今帰仁城周辺の初期の集落と移転後の新集 洋史」およぴ「中国学（当時はシナ学）」の動向を
落についても検討したが，円形・楕円形の形態を持 たどり，その動向を同時代の中国人学者たちはどの
っていた古い集落が，格子状集落に変化していった ように受け止めたかを検討した。
ことも明らかにしえた。これについては本紀要に報 4 古代長城遺址の研究
告している。このような事実は今帰仁村だけではな シルクロード学研究センターの研究助成金を受け
く，たとえば糸満市や与論町においても成立するこ て， 2002年8月敦煽西北に残る漢代長城と付属施設
とはすでに検証済みであるが，報告は次年度に期し の現地調査を行い，衛星写真や地形図から当時の長
たい。さらに新しい類型に属する集落については八 城ラインの姿の復元に取り組んだ。研究期間は2002
重山地方を対象として検討を進めており，これにつ 年4月~2004年3月までなので，正式の成果報告書
いても次年度発行の書物において報告する予定であ 作成は来年度になるが，今年度調査分については報
る。 告書を作成し提出した。
清朝考証学と日本のシナ学 琉球中山王朝の政治と宗教
藤田高夫 上井久義
平成13年4月から 2カ年間の研究内容は，以下の 平成12・13年度は上記の課題について考察し，そ
4点に大別される。 の成果の一部は紀要34号に「琉球の宗教と尚圃王
1 大英図書館所蔵スタイン将来簡の研究 妃」として報告した。琉球の文化は中国から渡来し
平成12年度に関西大学在外研究員として調査した た久米村の人たちによってその基本的要素が構成さ
大英図書館所蔵のスタイン将来簡の内容をまとめ， れた。他方，大和の文化は琉球に既存する基調文化
「大英図書館所蔵スタイン将来漢簡の現状報告」 とも云うべきものがあり，両者の合成によって独特
（『日本秦漢史学会会報』第 2号， 2001年）および の姿が形成されたと考えられている。しかし古琉球
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と称される時代にとどまらず，近世においても大和 たのではないかと論証するにいたった。
文化が琉球に流入し．その組織化に影響を与えてき 漆芸技法の多くが，他の文化圏におよんで波及し．
た。また古琉球の文化を伝えるものとしてオナリ神 大きな影響を与えてきた。本研究所50周年記念「国
の信仰があり，「琉球国由来記」にその片鱗がうか 際シンポジューム」での口頭発表「日本に請来され
がえる。これを中国文化として理解しやすいものと た高麗の文物」（平成13年10月）は，高麗螺錮経箱
するために作成された「琉球国旧記」にはシキョマ についての編年設定を提示し，次いでそれらの経箱
の行事としてとりあげているが，両者でそのニュア が日本にいつの時期にもたらされたのかを明らかに
ンスが異なっている。両表記の間で溝が存在するこ したものである。また，論文「朝鮮文物への憧憬と
とを知ることができる。その成果は小論として報告 漆芸の受容」（「歴博』 Nol13,国立歴史民俗博物館．
したい。次に外来文化の大和への移入について．古 平成14年7月）は，朝鮮漆芸が日本のそれにいかな
代社会の場合を考察したいと考えている。先の琉球 る影響を与えたのかを論証したものである。
が対馬との関連が予想されたが，この対馬と伊伎に
は古代律令制における神祇官の構成者が本貰地とし，
民俗宗教に指導的役割りをはたしてきた。この成果
は平成15年3月刊の地元歴史民俗資料館紀要に報告
する。
東アジアの漆芸
高橋隆博
漆工芸は，東アジアおよび東南アジアにのみ発達
した漆工芸である。漆芸技法は多彩におよぶが，そ
れぞれの技法の源流をめぐっての研究は必ずしも十
全ではない。また漆工芸には，たとえば朱や琥珀，
ラビス・ラズリーなどの鉱物や動物の骨や牙，角，
爪，海亀の甲羅などを併用されることが多い。そう
した視点からの研究をすすめた。論文「朝鮮の華角
貼」（『本研究所創立五十周年記念論文集』平成13年
10月）は，華角貼工芸の制作工程，そしてその成立
と展開，およびその技法的特徴を明らかにしたもの
で，朝鮮王朝室あるいは高級官僚の婦女子のみの特
注により制作された独特の工芸であることをつきと
めた。華角貼工芸の研究は皆無で，華角貼工芸の制
作地域と工房，さらにはこれの歴史的経緯を明らか
にしたはじめての成果である。
論文『中国の漆と出土漆器』（『福建と日本』平成
14年3月）は，春秋・戦国時代における出土漆器の
技法的・意匠的特質を明らかにするとともに，これ
まで捨象されてきた漆関連の文献史料を博捜し，
「漆林」「漆液」の管理の実態をさぐったものであり，
すでに戦国時代には，いわば国家管理のもとにあっ
江南絵画の日本への影響
山岡泰造
中国では唐の中頃から山水画が独立した主題とな
り，その為の新しい技法が開発された。それは筆
（線描）と墨（墨最）を両極とするタッチ（被法）
の組織であった。山水画の発展・展開は，その後，
樹木・岩石・山岳・水流などの構成要素の多様化と，
跛法（タッチ）の多様化に基づいている。山水画の
構成要素と技法，それらに基づく構図は，近世初期
の北宋時代に一応出揃ったが，北宋末・南宋から心
情表現を加えて画家の個性を重視する方向が生まれ，
更に多彩で皇かになった。異民族元朝の支配下で，
それまで画壇をリードしてきた官廷画院が衰微し，
絵画の遺産は江蘇．浙江を中心とする江南の市民社
会に受け継がれることになった。即ち文人画の成立
である。近世市民社会が爛熟した明代後半には，山
水画の構成要素・技法・構図• それらにあらわれる
画家の個性（個性的作風）などは，ひきくるめて絵
画的文化の伝統と意識され，誰でも自由に利用でき
る絵画的表現方法となり，倣古作が盛んに行なわれ
た。倣古とはつまり自己の表現可能性の拡大であり，
それを享受することである。明末から清初にかけて
は蘇州・南京・上海・揚州などの諸都市を中心に流
行の画風が存在し，絵画的伝統をすべての面で変形
（デフォルメ）することが流行し，空想的・幻想的
世界を楽しむことも行なわれた。
江戸時代中期以後の日本の文人画も，このような
中国文人画を受け入れたのであるが，初期の大雅や
研究員の研究概要 103 
蕪村は，中国文人画の伝統や発展過程について体系 いて，研究発表「富岡鐵齋『巌栖谷飲図』につい
的な知識を欠いていたから，いきなり空想的・幻想 て」の口頭発表を行った。加えて， 10月開催の日本
的世界を勝手に作り上げた。それが却って大らかな 思想史学会のシンポジウム「大坂の学藝」において
魅力を生んだ。 18世紀末から19世紀初頭にかけては， パネリストとして口頭発表を行った。
木村葉蔑堂や田能村竹田らを中心に，積極的に中国 平成14年度には，妙心寺の養源院の障壁画で，こ
の画論を受け入れ，知識の面からする理解は深まっ れまでまったく知られていない狩野派の画家花井常
たが，制作の手本とすべき実作については，文徴明 棟について研究を進め，『関西大学博物館紀要」に
や董其昌ら主要画家のものはほとんど入手できず， 論文「花井常棟の襖絵及び壁貼付絵残欠」を執筆し
況んや系統だった組織的楽集もできなかった。（浅 た。京及び大坂の狩野派花井家なるものの一端をう
野梅堂や市川米篭らの楽集にもその弊がある。）そ かがい知る研究である。また，江戸時代における戯
れでも木村葉腹堂や田能村竹田らは真摯な努力を重 画作者耳鳥齋に関して，『美術フォーラム21』第6
ねてある程度の成果をあげたが，やがて実例につい 号において，論文「耳鳥齋，ある忘れられた戯画作
ても，来舶画人による直接の指導についても，評価 者」を執筆した。これまで低い評価しか与えられて
が低くなり，それとともに日本文人画の形式化と衰 いない大坂の耳烏齋について，初めての詳細な伝記
退がはじまる。それを決定的にしたのが日清事変で と作品論の研究である。さらに，平成13年10月開催
あった。その間に散発的に出現する個性的な画家に の日本思想史学会のシンポジウム「大坂の学藝」の
のみ注目が集まっているが，日本文人画については， 成果を平成14年10月発刊の『日本思想史学』第34号
桑山玉洲もいっているように，市民社会の絵画の一 に，論文「大坂の絵画ー兼腹堂とその周辺一」と
っとして，他の画派との関係において見直す必要が して発表した。
あろう。
江戸時代の絵画と中国
中谷伸生
平成13年度及び14年度には，江戸時代の絵画にお
ける中国絵画の影響に関する研究を行い，平成13年
度に，その成果として『関西大学東西学術研究所創
立五十周年記念論文集』に，論文「上田耕夫一呉
春・蕪村を慕った大坂の四條派ー」を発表し，江
戸後期の大坂画壇の画家で，遺存する作品がきわめ
て少ない池田出身の上田耕夫の活動を跡づけた。上
田耕夫に関しては，これまでほとんど研究がなされ
ておらず，ロンドンの大英博物館の未紹介の資料を
用いて論文を作成した。また，やはり中国文化の影
響下に中国の英雄郭子儀を描いた幕末四條派の画家
柴田是真の妙心寺大雄院障壁画について研究を行い，
その成果を『関西大学博物館紀要』に，論文「柴田
是真の襖絵『郭子儀図』」を発表した。柴田是真の
妙心寺大雄院障壁画については，これまでその全貌
が紹介されておらず，未紹介の襖絵を含めて本格的
な資料紹介を行った。さらに，東西学術研究所にお
く関酉大学図書館所蔵個人文庫の総合的研究〉
（典籍研究班）
〔泊園・増田・内藤文庫の研究〕
増田文庫蔵19世紀漢訳洋書に関する研究
内田慶市
本研究班の主題にそって，増田文庫における西学
東漸資料を主要な資料として駆使しながら，「西学
東漸と言語文化交流」に的を絞り，以下のような研
究成果を公表した。
＜著書〉
「近代における東西言語文化接触の研究』関西大
学出版部 2001年10月 (440p)
「近代啓蒙の足跡ー東西文化交流と言語接触：
『智環啓蒙墓課初歩』の研究』（沈國威氏との共著）
(334p) 関西大学出版部 2002年3月
く学術論文〉
再論「文化の翻訳」をめぐって一「聖像画」から
見た中国文化への同化の現象『関西大学東西学術研
究所創立五十周年記念論文集』関西大学出版部
2001年10月 (45-62p)
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近代欧米人の中国語語法研究『文化事象としての
中国』関西大学出版部 2002年3月 (119-141p) 
近代日中欧言語文化接触に関わる一つの現象『福
建と日本』（関西大学東西学術研究所国際共同研究
シリーズ4)関西大学出版部 2002年4月 (139-
163 p) 
また．下記のように，外国での国際シンポジュー
ムにも積極的に参加•発表して，欧米の研究社との
交流を深めた。
•近代西人的漢語語法研究ーWade的『語言自遁
集』的語法論
The Second conference of the European 
Association of Chinese Linguistics 2001年9月
6-8日 ローマ大学
• 19世紀中国における英語学習
2002年5月3日 Erlangen大学（ドイツ）
•近代欧米人の中国語語法研究と品詞名の変遷初探
（中国語による）
2002年8月28日 中国科学院自然科学史研究所
（北京）
増田文庫蔵19世紀漢訳洋書に関する研究
沈 国威
「増田文庫蔵19世紀漢訳洋書に関する研究」とい
うテーマのもとで，同文庫所蔵の『智環啓蒙塾課初
歩』を中心に研究を進めてきた。
同書を選んだ理由は，この100ページの小さい書
物は，西洋の近代的知識を東洋に伝える上で極めて
大きな役割を果たしたからである。
研究の展開としては，まず東西研第3回例会(2001.
6.20)にて本書の書志，訳語について報告したのち，
原書の確定，中訳本，和訳本に関する諸版の調査，
漢訳語，和訳語の分析を進めた。 2001年10月，香港
都市大学主催の「マテオ・リッチ，及びその後400
年間の中西文化交流」に関する国際シンポジウムに
参加し，レッグとその『智環啓蒙塾課初歩』に見ら
れる欧・中・日間の知識，概念の交流について，研
究発表を行った。
また，中間発表の形で19世紀初葉来華したプロテ
スタント宣教師たちが如何にイエズス会士らの文化
遣産を継承したのか．その過程における中国知識人
が果たした役割に焦点をあて．「『智環啓蒙熟課初
歩』 (1856)における前期洋学書訳語の継承と発展」
という論文をまとめ，『関西大学東西学術研究所創
立五十周年記念論文集』（関西大学出版部2001年）
に掲載した。このような成果をふまえて，同じく典
籍班研究員の内田慶市氏との共同研究により『近代
啓蒙の足跡ー東西文化交流と言語接触：『智環啓蒙
塾課初歩』の研究』（関西大学出版部2002.3)を完
成した。
なお，この間に私が執筆した論文や国際シンポジ
ウム，研究会での研究発表：
・「漢城大学奎章閣所蔵漢訳西書」（『或問』 2002年
第4号87~96頁）
・「康有為とその『日本書目志』」（『或問』 2003年
第5号51~69頁）
・「逆流は何時から始まったのかー「時務報』の
「東文報訳」について」（国際シンポジウム：「16
~19世紀近代新語・訳語の形成と交流」 2002年3
月24日於中国北京外国語大学）
・「漢字文化圏是怨様互停近代西方科学知識的？
一新概念的交流興共享」（国際シンポジウム：
「近代中外文化興科学交流」 2002年8月28日於中
国科学院自然科学史研究所）
• 「“近代”の研究と‘‘近代語..研究」（中国人民大
学清史研究所での講演2002年9月20日）
• 「康有為とその「日本書目志』」（近代東西言語文
化接触研究会第8回研究会2003年1月26日於関西
大学）
等も上記の研究テーマと深い関連があり，私の最近
の思考を示しているものである。
藤澤東咳に於ける「泊園学」の成立
長谷川雅樹
当研究所創立50周年記念シンポジュウム第1日目
(10月24日）「江戸の漢学，明治の漢学」のテーマの
下「私熟 泊園書院の漢学」と題して，その考察の
一端を発表した。
泊園書院の開祖は藤溺東該 (1794-1864)である。
東該の生涯，人柄，学風等を『東該先生詩存』の
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「癸丑元旦口号」「乙卯除夜」「頃来有誤伝余巖古学 である。本稿本を見ると，構成が退耕堂刊本といさ
従時風者聞之而賦」に依れば，少時祖株学派の中山 さか異なっている。即ち形式上の大きな所について
城山（高松藩士）に学び，後に長崎に遊学，幕末大 いえば構成の違いである。
坂に私塾泊園書院を開く。祖株学を奉ずること篤し。 退耕堂刊本は各巻毎に唐律の本文のみ挙げ，それ
また『東該先生文集』中の「原聖志」に於て， に対応する（或いは対応すると考えられる）明律を
『論語』為政篇の“子張問十世可知也"を解して， 挙げ検討する形である。本稿本は全体を『唐律疏
孔子の慎意を明らかにし，万世ー系の我が邦にこそ 議』の部分と『明律』部分とに分けている。また唐
孔子の思想が実現している。故に孔子の教えを一層 律について，退耕堂刊本は本文のみ（疏議なし）で
普及すべしと説く。 あるが，本稿本は『唐律疏議』全編を存置し，校訂
南岳 (1842-1920)東該の嫡嗣。高松藩々校講道 を加えている。書名も『唐明律合刻』としている。
館督学となる。明治6年大坂に泊園書院を再興する。 この『唐律疏議Jの点検も本年度の基本作業の一つ
その著『七香齋文僑』中の「蘇批孟子序」に於て， である。その後の明律の部分こそが重要な部分であ
孟子の‘‘勧王ー事”を批判し『孟子』を経書に配す るが，引用された明律とその問刑条例は現存の万暦
る事に反対し，「与嶋田箪村書」で，明治政府の大 会典本やその他の原典類をもって校勘し，他の部分
義を忘れた文教政策を批判し，東京帝大教授の腐め は退耕堂刊本と対校した。このように本稿本をほぽ
を辞退している。「公道」に於て“道也者。天下之 正確に再現することを第一義に置き，将来の研究に
公器也。非一人一国所得而私也"と断じ“天人参賛 備える基本の文献としようと試みた。酵氏の考え方
政教一致”こそ万邦協和の道であり，人自らが実践 そのものの詳細な研究やさらに唐律から明律への展
すべき道である。それは即ち「孔子の道（教え）」 開，変化の研究はなお将来の研究に属するが，その
であると論じている。 為に役立つよう，分かりやすい形で内藤文庫中のこ
平成14年6月19日研究例会に於て，「藤澤南岳の の貴重な稿本を提供することに努力中である。
『教論』管見」と題して発表。
才智に優れた者，位尊，歯高，財富，兵強き者は
必ず願侮になり怨みを招く。故に「恭敬遜譲」を教
え，「使下知二人道4恥中正上」めねばならぬと徳育の
大切なことを強調している。
この後『南岳先生詩碑略解』を加えて泊園学の特
色を明らかにして行きたい。
蒔允升「唐明律合編稿本」の研究
奥村郁三
昨年度からの継続。この研究は東西学術研究所の
典籍研究班による内藤文庫研究の一環である。本年
度でこの『稿本』はほぼ出版にこぎつけられる見通
しである。
蒔氏『唐明律合編』は唐律と明律との比較研究の
嘴矢であるが，従来退耕堂刊本とその覆刊である国
学基本草書本によって知られている。本『稿本』は
その元になったものである。元になったということ
は，本稿本と退耕堂刊本の内容を校勘すれば明らか
東西文化交流の研究
く比較文学研究〉（比較文学研究班）
〔近代ヨーロッパ文学における東洋の研究〕
近代英米文学における東洋の研究
ーインドを中心に一
安川 畏
今期の個別研究課題は「近代英文学における東洋
の研究ーインドを中心に一」であった。このテー
マは非常に重要であるが，膨大な資料と文献の調査
とイギリス及びインドで出版された文学作品の収集
と読破を必要とする大事業である。当初からそれは
予想されたことではあるが，実際に研究に着手して，
その困難さを実感した。今期は， E.M. Forster, 
Rudyard Kipling, その他，特にインドに強い関心を
持ったイギリスの作家と，インド英文学の源流をな
すRabindranathTagoreの研究を行った。しかし，
今期中に成果の発表をするまでには至らなかった。
一方，総合課題「近代ヨーロッパ文学における東
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洋の研究」に関連する研究は，継続的に行ってきた。
その概略は次の通りである。
2001年10月25日。東西研50周年記念国際シンポジ
ウム『東と西の文化交流』のシンポジウムC-1
「東西の言語と文化の交流」（司会和田葉子研究
員）において，「ペンジャミン・プリテンと日本」
("Benjamin Britten and Japan") というテーマで発
表。 11月25日~29日インド・カルカッタに出張。タ
ゴール研究資料調査と現代インド英語文学作品の収
集を行う。 2002年2月21日~24日上海に旅行。韓昇
教授夫妻と交遊。 3月1日~2日東京芸術大学図書
館で資料調査と収集。 7月4日~5日第18回く東京
の夏＞音楽祭2002のシンポジウム「音楽と文学」
とGarySnyderによる「詩と音楽のライプ」に参
加する。 11月26日~12月1日ニュージーランドのオ
ークランドとサモアのアピアに出張。南太平洋文学
研究のための現地調査と資料の収集を行った。 2003
年3月12日第8回研究例会で「南太平洋の小説家ア
ルバート・ウェントの世界」と題して発表する。 3
月31日研究叢刊の一冊として『南太平洋の英語文学
の研究』を出版した。
ファン・ラモン・ヒメネス (JuanRam6n 
Jimenez) とエンリケ・ゴメス・カリーリヨ
(Enrique G6mez Carrillo) 
平田 渡
平成13年度は，永年にわたって研究をつづけてき
た，キューバの作家アレッホ・カルペンティエール
の処女長篇小説「エクエ・ヤンバ・オー』（「神の御
名の称えられんことを」の意）の日本語訳を関西大
学出版部から出すことができた。ラテンアメリカ文
学においては，前衛的な手法を駆使した難解をもっ
て鳴る作品であり，予想を上まわる歳月を要してし
まったが，少しはカルペンティエール研究に貢献で
きたのではないかと考えている。
平成14年度は， 4月の初回の例会で研究発表をお
こなった。テーマは，上梓したばかりの『エクエ・
ヤンバ・オー』作品研究だった。ドイツの思想家シ
ュペングラーが書いた『西洋の没落』の核心をなす
歴史観と，イタリアの未来主義の方法をとりこみ，
当時ハバナで彰涛として起こったアフロキューバニ
スム運動の気運にのって誕生したことを明らかにし
た。
これまで，比較文学班に共通のテーマに遅れをと
ったかたちになっていたが，これでようやく追いつ
くことができたのでほっとしているところである。
M. ダウテンダイ『琵琶湖八景Jの研究
八亀徳也
江戸時代の浮世絵『近江八景』にヒントを得て書
かれた， ドイツ人作家ダウテンダイの標記の作品に
今回始めて取り組んだ。作品から推察される，彼の
1か月間 (1906年4月23日から 5月24日まで）の滞
日中の体験と見聞の広さには驚くべきものがあるが，
また，それらを踏まえてフィクション化された8つ
の物語の出来栄えも見事である。この研究を通じて，
ダウテンダイ自身も作中で触れている，いわゆる
“毛網”が，彼の来日前，東本願寺の両堂（御影堂
と阿弥陀堂）再建に使用されたのみならず（現在も
その 1本が同寺に保存されている），これに関する
映画が8本も制作され，日本と植民地の朝鮮で上映
された，ということが始めて分かった。さらに作者
が，日露戦争における日本の勝利に異常な関心を持
っていたこと，平均的ヨーロッパ人として，東洋人
ないし日本人の「黄色い肌」，「切れ長の目」，「突き
出た観骨」に嫌悪感を抱いていたことは印象深い。
この研究の成果は，『東西学術研究所紀要』第35輯
(2002年3月）に発表した。
上記『琵琶湖八景』はもとより文学作品であるが，
「瀬田の夕照」，「比良の暮雪」，「矢橋の帰帆」，「堅
田の落雁」に因んだ物語には絵画的要素が色濃く出
ており，とくに「瀬田の夕照」の物語では日本風景
論ないし日本建築論とも言うべき叙述が見られる。
平成14年7月には，これらの点に注目した研究報告
を行なった（「M. ダウテンダイ「琵琶湖八景』に
おける絵画性について」）。
なお，平成14年3月， ドイツ・ヴュルップルクに
2週間滞在し，ダウテンダイ関係の文献を収集した。
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〔写本の比較研究〕
Ancrene Wisse写本の受容と読者層
和田葉子
Ancrene W: 岱seは元来13世紀，修道院に入ったば
かりの3人の若い姉妹のために，修道女としての心
構えや日常生活の手引書として著された。現存する
17の写本を比較調査することにより，この作品はす
ぐに人気を得て，筆写が盛んに行われ，様々な宗派
の修道院で読まれるようになり，まもなく男性の修
道士のため，男性版に書き直されていたことがわか
った。さらには，宗教改革の先駆けとなったロラー
ド派の版も生み出され，修道院の中で生活していた
人々だけでなく在家の信者の男女にも愛読されるよ
うになった。
2002年4月にはYokoWada (ed.), A Book of 
Ancrene Wisse (Kansai University Press)を刊行し
た。論文としては，「AncreneWisseの読者／聴衆
に関する一考察ーTitus写本のテキストをめぐっ
て」（『関西大学東西学術研究所創立五十周年記念論
文集』， pp.25-34, 2001年10月），「London,British 
Library, MS. Harley 913におけるフォリオの元来の
順序について」『関西大学東西学術研究所紀要』第
35輯， pp.87-96,2002年3月）を発表した。以上
の3点はすべて文部科学省の科学研究費の助成を受
けて執筆した。
口頭発表については，日本英文学会全国大会シン
ポジウム「空間を読むー中世英文学と書物」 (2001
年5月6日）で講師として「ジグソーパズルを解く
-London, British Library, MS. Harley 913復元」を，
東西学術研究所研究例会 (2001年 7月18日）では
「London,British Library, MS Harley 913の諷刺詩に
ついて—、The Land of Cokaygne'に見られる聖と
俗の間」を発表した。
海外での活動としては，イギリスのケンプリッジ
大学図書館やロンドンの大英図書館の写本室および
貴重本室で調査研究を行った他， 2002年7月31日～
8月3日はスコットランドのグラスゴー大学におい
て開催されたGaelicStudies国際学会に出席した。
その他の活動として， 2001年10月28日には，日本
中世英語英文学会の研究助成委員長として，．古文書
セミナー 'Anintroduction to Old English palaeo-
graphy'(講師： Professor David Durnville, University 
of Cambridge, U.K. 及び ProfessorPatrick O'Neill, 
University of North Carolina, U.S.A.)を関西大学尚
文館において開催した。 2002年10月22日には Karin
Fernald 〔英国女優〕を招聘し，東西学術研究所特別
講演会 'Shakespearethe Elizabethan'を図書館ホー
ルにおいて行った。
中国白話文学と写本
井上泰山
本研究期間中は，中国の明代に書き残された白話
文学に関する写本に焦点をあて，その解読に取り組
んだ。白話文学とはいっても，そこに含まれる内容
は多岐にわたるが，今回は特に「三国物語」に関す
る写本に的を絞り，現在残されている三国志関連の
写本の全てを綿密に調査し，同時代の他の刊本との
比較対照を行なう傍ら，それらを逐一日本語に翻訳
し，平成14年3月，関西大学出版部より『三国劇翻
訳集』 (888ページ）として上梓した。同害の末尾に
は，現存する三国劇23種の全てについての詳細な考
証を付し，併せて，演目ごとの問題点をも指摘した。
また，これに先立ち，平成13年5月の研究例会にお
いて，「白話文学資料の命運～三国物語を中心とし
て～」と題する中間報告を行ない，近世中国におい
て白話文学が社会的にいかなる待遇を受けていたか
を確認し，それをふまえた上で，三国志関連の白話
文学資料の残存状況とその扱い方について考察した。
そこでの結論は，一言で言えば，白話文学が長年に
わたって知識人によって排斥された結果，資料は国
外や地下にもぐってかろうじて命脈を保ってきた，
ということであり，研究対象として扱う際にはその
ような認識を前提として取り組む必要があるであろ
う，ということである。また，前掲翻訳書出版の後，
調査対象を清代の語り物に移し，語り物の代表的存
在としての「弾詞」の写本や，北京を中心に流行し
た講談「子弟書」の中の三国物語を詳しく分析し，
所謂「連環の計」のヒロインとしで活躍する紹蝉の
形象を詳細に跡づけることを目的とした研究論文，
「紹蝉像の検証」を執筆した（本号掲載）。
108 
く神秘主義の研究〉（神秘主義研究班）
〔大乗起信論義記の研究〕
義記と他の注釈との比較研究
丹治昭義
『大乗起信論』はインド撰述か中国撰述かが問題
になっていることからも窺えるように，インド仏教
と中国仏教の接点をなす論書である。そのためもあ
ってか，中国，日本仏教思想への影響は計り知れな
い。その理解は従来，法蔵の注釈書である『大乗起
信論義記』によってきた。法蔵は，天台教学と共に
中国仏教哲学の双璧をなす華厳教学の大成者である。
従って彼の注釈は『起信論』とは自ずから別の思想
的立場に立つ。しかしこれらのことは寧ろ『義記j
がインド仏教と中国仏教の相違と中国における仏教
思想の受容と変質と発展とを跡づける絶好の書であ
ることを示している。
平成13-14年度は『義記』の本文ともいうべき
「随文解釈」の「解釈分」の最初の部分の訳注を行
った。その成果は「義記」研究Wとして紀要に発表
した。また平成13年度には「因縁分」の円音を思想
史の上で解明した「ー音説法」（南都仏教81号'02.2
月）， 14年度には『義記』に大きな影響を与えた元
暁の『起信論』疏の根本的論理を論じた「元暁の
「起信論」注釈の一考察」（印仏研 51巻 1号'02.12
月）に発表した。なお，その間に『明らかなことば
I』の原稿を作製している。これは中論釈の24-27
章の訳注である。今年中に完成できることを願って
いる。
大乗起信論義記と中国思想
吾妻重二
東西学術研究所創立五十周年記念論文集』，平成13
年10月）を執筆した。朱子学，魏晋玄学および仏教
における理概念について分析し，相互の影響関係と
差異を明確にするとともに，それぞれの思想史的位
置を考察したものである。また，平成14年3月21日
から31日まで，井上克人教授を代表者とする科学研
究費により浙江省，河南省，映西省の仏教・道教・
儒教関連遺跡を調査するとともに，西北大学中国思
想文化研究所（西安），中国社会科学院世界宗教研
究所方広鍋教授（北京）を訪問し，『大乗起信論』
および中国仏教の研究をめぐって意見交換を行なっ
た。『肝陵』第45号（平成14年 9月）所載の論文
「二程の墓」は，この時の調査にもとづき，文献資
料をあわせ用いて考証したものである。
平成14年5月には，日本道教学会機関誌『東方宗
教』第99号に「蜂屋邦夫著『金元時代の道教一七
真研究』」の書評を載せた。同書は，禅仏教と関係
の深い全真教についての研究である。
同年6月19日には，当研究所第3回研究例会にお
いて，「周程関係再論ー「周茂叔窮禅客」などの問
題」と題して発表を行なった。二程が周惇願を「窮
禅客」と酷評したのがどのような意味をもつのかな
どの問題点をとり上げて，両者の関係を再検討した
ものであり，その概要は当研究所々報第75号（平成
14年10月）に発表してある。
大乗起信論義記と日本の仏教思想
井上克人
平成13年度および14年度も前期に引き続き，法蔵
の『大乗起信論義記』の「解釈分」の訳注作成に随
時加わり，共同研究した。その成果は本書『紀要』
第36輯に「『大乗起信論義記」研究（四）」として掲
研究班における『大乗起信論義記』の訳注作成作 載されている。
業に引き続き参加し，『義記』の漢語表現や漢語概 個人的研究としては，「起信論』における如来蔵
念について中国学の立場から検討を加えた。その共 思想の哲学的意味を究明しつつ，鎌倉新仏教の特質
同研究の成果の一部が当研究所『紀要』第34輯所載 とされる本覚思想と，西洋現代哲学である現象学と
の「『大乗起信論義記』研究（三）」 (2001年 3月） の比較思想的研究に取り組んできた。フッサールや
である。 ハイデガーの現象学が切り拓いてきた覆蔵性の次元
平成13年度には当研究所の記念論集に「理の思想 に着目し，またその時間論を踏まえながら，それを
について一朱子学と魏晋玄学の異同」（『関西大学 如来蔵的思惟とのつながりを考慮に入れ，特に道元
研究員の研究概要 109 
の禅思想，更には親鸞の他力念仏の持つ哲学的意味 ものだった。
を究明した。その成果は『露現と覆蔵ー現象学か
ら宗教哲学へ」（東西学術研究所研究叢刊二十）と
して平成15年3月に上梓された。
研究例会では平成15年1月8日に『道元の時間論
ー『正法眼蔵J「有時」の巻を中心に』というタイ
トルで発表した。
なお，平成13年は東西学術研究所創立50周年を迎
え，記念の国際シンポジウムが盛大に開催されたが，
我々の班からは，セッションDとして『自然・風土・
人間』というタイトルのシンポジウムを企画し，内
外の著名な研究者を招聘して高い評価を受けた。こ
のシンポジウムの記録は近いうちに，東西学術研究
所から刊行される予定である。
〔東酉神秘主義の比較研究〕
イスラームの宗教哲学的研究
小田淑子
イスラームを中心に，宗教的罪悪の問題，共同体
と規範の問題に関する宗教哲学的研究を継続してき
た。また，イラン調査を行い，シーア派イスラーム
の現状を考察する機会があった。
① 8月22日に，求真会（田辺哲学を中心とする研
究会）で講演する機会があり，イスラームと田辺哲
学を比較検討することを初めて試みた。田辺の宗教
哲学は仏教でも親鸞の思想およびキリスト教思想を
中心として宗教一般，普遍的宗教を考察している。
それゆえ，イスラームの宗教性を田辺哲学で説明す
ることはできない。もっとも重要な相違は罪悪の問
題で，田辺は人間の努力による倫理を宗教以前とみ
なすが，イスラームでは宗教的立場にこそ倫理が成
立すると主張する。この相違をさらに今後解明して
みたい。
② 8月26日から 9月5日まで，テヘラン中心にイ
ドイツ神秘主義の研究
山本幾生
ドイツ神秘主義者エックハルトが語った「落着
(Gelassenheit)」は，その後，同じドイツ語圏の中で
ショーペンハウアーおよびハイデガーにおいて語り
継がれ，また思索されてきた。この落着は常に，意
志の否定あるいは非・意欲として語られているので
ある。そこで，平成11・12年度には特に自由という
観点から研究を進めたのに対して，平成13・14年度
は特に無という観点から落着の問題圏を究明した。
目指されているのは，無の思索様式を明らかにする
ことである。すなわち，通例，無は「対象の無」と
して捉えられ，不安を引き起こすものとして避けら
れている。これに対して神秘主義では，無が否定と
して捉えられているのである（エックハルトの否定
神学，ショーペンハウアーの意志の否定）。この思
索様式の転換によって，人は「対象の無」によって
不安に掻き立てられることなく，意志は自らを否定
し，無碍なる自由において落着に至ることが可能に
なるのである。
以上の概要のうち，平成13年度には「落着の問題
圏ー無を巡ってーエックハルト，ショーペンハウ
アー，ハイデガー」と題して口頭で発表を行ない，
平成14年度には特にショーペンハウアーにおける
「意志の否定」そして「世界の無」を主題化し，論
文「落着の問題圏ー無を巡って（一）」を紀要36輯
（本号）に掲載した。
ドイツ敬虔主義
芝田豊彦
ランのイスラーム現状を調査した。イラン政府関係 2001年8月28日から 9月1日にかけて， ドイツの
機関にインタヴュー調査を行い，イランイスラーム ハレで行なわれた第1回敬虔主義研究国際会議に参
の公的な説明を受ける一方で，イマームザーデ 加した。かつてはく敬虔主義〉と言うとドイツのル
（廟）に多くの人々が集まる様子，テヘラン大学で ター派内の信仰革新運動というイメージがあったが，
の金曜礼拝，コム (Qom)の宗教研究所，図書館 現在ではドイツの改革派はもとより，ドイツ以外の
などを訪問した。またゾロアスター教及ぴキリスト 同種の運動も含めるようになった。したがって研究
教アシュリー派の関係者との面談も非常に興味深い 者も各国から集まり，敬虔主義研究も世界的広がり
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を持つに到ったことを身をもって感じた。 平成13年度は，主としてイヴァンゴロドがロシア
同年12月 5日の研究例会では，「ゴットフリー とリヴォニア騎士団との軍事的，外交的関係におい
ト・アルノルトの雅歌解釈」という題目で発表した。 て演じた役割を分析したのに対し，平成14年度には
アルノルトの雅歌解釈は，ソフィア論的解釈という この町がロシアとハンザとの通商関係において果た
点で雅歌解釈史上独自の位置を占めているが，ベー した役割に重点をおいて研究をすすめた。
メ的な両性具有的キリスト像が提示されていること
も指摘した。この発表は2年前の発表と統合されて，
論文「ゴットフリート・アルノルトとソフィア神秘
主義」（紀要第36輯）に結実する。
2002年度は，主として敬虔主義における聖書翻訳
の研究に従事した。マールプルク聖書とベルレプル
ク聖書の関係を解明したドイツ語論文"D邸 Hohelied
in der Marburger und der Berleburger Bibel"を書き，
同名の資料集刊に導入論文として掲載した。
く東酉文化交渉史の研究）（文化交渉史研究班）
〔近代思想の形成と展開〕
近代ヨーロッパの歴史思想
中村仁志
平成13-14年度は，バルト海方面におけるロシア
とヨーロッパ諸国の関係をイヴァン 3世の治世期を
中心に研究した。
13世紀のモンゴル軍の西方遠征以来，モンゴルの
支配（タタールのくぴき）の下に置かれるようにな
ったロシアは，内部的な対立をかかえたまま西ヨー
ロッパ世界から孤絶し，西方諸国からはなかばアジ
アの国と見られる存在となった。
しかし， 15世紀後半のモスクワ大公イヴァン3世
の治世期には，モスクワを中心とする統一国家形成
がすすみ，とりわけモスクワによるノヴゴロドの併
合の後は，バルト海方面への進出を果たしたロシア
はリヴォニア騎士団，スウェーデン，デンマークな
どのバルト沿岸勢力と政治的，経済的な関係をとり
むすぶようになる。
イヴァン 3世はバルト政策をおしすすめるため
1492年に自分の名を冠したイヴァンゴロドをバルト
海沿岸に建設した。この「ロシア最初の海港都市」
イヴァンゴロドは， 15-16世紀の交にかけてロシア
と西方との外交，通商において重要な役割を果たし
た。
近代日本の建築思想
橋寺知子
本研究は，明治期以降，急激な西洋建築の移入を
受けつつ形成された近代日本の建築思想を探ろうと
するものである。日本の伝統的な建築に対する概念
と，近代化を図るために急速に導入された西洋建築
の概念は，本質的に異なるものであり，その受容の
過程では，衝突，折衷，置換，換骨奪胎など，様々
な現象が起こっていた。具体的な研究対象は，明治
中期から日本の建築論をリードした伊東忠太であり，
伊東の建築思想の形成がいかになされたかを探ろう
としている。この2ヶ年の研究期間は，日本建築学
会が所蔵する伊東忠太資料を検討することを中心に
過ごした。
日本建築学会に所蔵されている伊東忠太資料は約
9000点で，伊東忠太自身が書き記したフィールドノ
ートや日記，絵画，調査旅行等での写真，地図類な
どである。なかでも，全74冊のフィールドノートは，
伊東が東京帝国大学を卒業した直後から晩年まで，
その活動期間のほとんどにわたって記録されたもの
で，調査旅行での建築物の記録はもとより，旅先で
の珍しい風俗のスケッチ，戯画，論文や講演の草稿，
設計作品の草案，学生達の成績，時事問題への意見，
旅程表など日々の活動の記録など，様々な内容を含
んでいる。これらの資料は建築分野の研究者のみな
らず，他分野の人々にも様々な示唆を与え，新しい
発見に結ぴつくものと思える。そのことを踏まえ，
平成13年度に開催された研究例会では，資料全体の
概要とフィールドノートの一部を紹介し，その特徴
の一端を示した。平成14年度には，それまでの成果
を整理して紀要に資料紹介としてまとめた。またこ
れらの成果をもとに，日本建築学会博物館での伊東
忠太展（平成15年1月開催）への協力を行うことが
できた。
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〔生産技衛の比較研究〕
生活技衛としての水車
末尾至行
平成13年度には，先ず4月25日の研究例会におい
て「『水車台帳』のデータ分析」と題し，水車研究
上の基本資料である「水車台帳」の重要性とその稀
少性について論じた。なお，データ分析の対象にし
たのは筆者が発見した神奈川県津久井郡の「水車台
帳改帳」であって，その内容は貴重なものといえる。
8月10日には，先期の研究概要で脱稿の旨報告した
「港町の上水道事業による水車の受難ー横浜・神
戸・佐世保三都物語一」が，文学部地理学教室の
研究誌「ジオグラフィカ・センリガオカ」 4号に収
録・ 刊行された。また， 10月に出版された研究所の
「50周年記念論文集」には，福沢諭吉が幼稚舎近傍
の2箇所で所有経営していた米揚水車場を対象に，
慶応義塾福沢研究センターや東京都公文書館の一次
資料を駆使して取纏めた「福沢諭吉の水車場経営」
と題する論文を寄稿した。なおその内容は11月11日
に神戸大学で開催された人文地理学会でも口頭発表
した。 3月には「紀要」 35輯に，神奈川県立公文書
館収蔵の郡役所文書によった論文「明治＝大正期に
おける神奈川県の水車事情」を寄せた。
平成14年度には，年度末に「研究叢刊」の一冊と
して刊行予定の著作に向け，資料採集と執筆に精励
する傍ら， 7月21日には江戸東京博物館での第4回
水車シンポジウムに参加し，石川県庁文書を題材に
した分析結果を「石川県における水車の消長」と題
して発表した。また9月14日には，請われて岡山理
科大学基礎理学科主催の市民講座「風土から学ぶ環
境エネルギー（水車の文化と技術）」に講師として赴
き，「西アジアの水車」をテーマに講じた。なお 3
月には上記の著作『日本の水車一その栄枯盛衰の
記ー』を公にした。
地中海世界の航海技術と生活文化
新谷英治
オスマン朝期の地中海世界における航海技術と生
活文化の様相を，航海案内書や海図の検討を通じて
明らかにすることを目的に， 16世紀初頭にオスマン
朝治下で編纂された地中海航海案内書Kitab-i
Ba/J; 伐yaなど各種史料を分析しつつ研究を進めた。
具体的には，イスラーム世界やヨーロッパにおける
各種の海図や世界図の分析，オスマン朝期の地中海
世界における航海技術を伝える Kitab-iBalJ,riyaの
各種写本の内容分析， Kit幼—iBalJ,riya ヒジュラ暦
932年本系写本に基づく日本語訳注作成作業などを
行った。
また関連する研究として，「航海案内書の世界像」
のテーマのもとで2001年度， 2002年度の2箇年に亙
って文部科学省科学研究費補助金を受け，オスマン
朝期の航海案内書，特にKitab-iBalJ,ガyaから知ら
れる世界像の分析を行った（文部科学省科学研究費
補助金特定領域研究 (A)118「古典学の再構築」
調整班A04「古典の世界像」公募研究）。
本研究において， Kitab-iBalJ,riyaの分析を通じ
て地中海世界における航海技術が有する生活文化と
しての側面が明瞭になるとともに，同書の「韻文
序」の分析，並びに同じ作者による 2種の世界図や
同時代のヨーロッパにおける海図や世界図の分析か
らは，大航海時代に重なる16世紀前半期のムスリム
が描く世界像の特色が明らかになった。研究成果の
一部は，「ピーリー・ライースの世界認識ー Kit幼—
iBalJ, 伐ya韻文序と世界図 2種の分析から一」
（「関西大学東西学術研究所創立50周年記念論文集』，
関西大学東西学術研究所， 2001年10月， 167-184ペ
ージ），「オスマン朝期航海案内書の世界像」（内山
勝利編，『論集「世界の古典像」』（「古典学の再構
築」研究成果報告集V),2003年3月刊行予定），及
ぴ，東西学術研究所研究例会発表「地中海の北と南
ー南フランスとチュニジア」 (2003年1月。報告要
旨：『東西学術研究所所報』第76号 [2003年4月刊
行予定］）において報告されている。
太平洋地域の農耕文化の展開
橋本征治
長年にわたって研究を続けてきた太平洋地域にお
けるタロイモ栽培を中心とした農耕の比較文化論的
研究を一書にまとめ， 2002年3月に『海を渡ったタ
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ロイモーオセアニア・南西諸島の農耕文化論ー』
として上梓した。しかし，いくつかの課題が残され
た。そこで，新たにそうした課題に取り組むために，
既往の成果を再検討しながら問題点を整理し，今後
の研究枠組みの構築に向けての検討を行った。その
一端を「南西諸島・台湾・フィリピンのプロト文化
ー南方の視点から一」と題して，東西学術研究所
の研究例会 (2002年6月）で口頭発表した。この研
究発表は，日本のプロト農耕文化の形成に南方の台
湾やフィリピンがどのように関わったのかを解明す
るための道筋を見極めようとする試みであった。自
然環境からは渡海の可能性を，人種・ 言語・石器・
土器の面からは南西諸島が南の人々やその文化と強
い関連性をもつこと，そして農耕面からはイモ類や
コメ・アワをはじめとする穀類などの種や栽培技術
についての比較研究が重要であることを指摘した。
上記の検討を踏まえて，台湾におけるプロト農耕
文化の展開と，それに関連する文化要素（例えば，
人種，言語，農耕関連土器・石器）を把握するため
の文献研究と実地調査に向けての予備的な情報収集
をおこなっている。
なお， 2002年6月に行った講演「文字を持たない
世界と‘‘文化財"ーオセアニアー」（第31回関西大
学吹田市民講座）は，上記のプロト文化へのアプロ
ーチを念頭に置いた方法論の模索に連なるものでも
あった。
